
　スピーチコンテストも第４回を迎える事となりまし
た。いつもながら驚かされるのは奨学生の日本語の上
手さです。今回もすばらしい日本語のスピーチを披露
してくれました。またそれ以上に日本語を通じて自分
の成長体験、感動、喜び、不安等を伝える臨場感には毎年
感動させられます。日本に一人で来て、今までになかっ
た不安を覚え、真の｢個｣を見つめ直す。その中で本当の
人の温かさにふれ、今までになかった感動と喜びを体験
し、自分の過去の反省と未来の任を悟られています。そ
の人生観が若い彼等、彼女等の日本語のスピーチから伝

【最優秀賞】　陳　思暢（中国）　｢寛容・・私が伝えたい思い｣
　　　　　　大阪ハイテクノロジー専門学校　世話クラブ　守口イブニング

【優 秀 賞】　鄭　鍾恩（韓国）　「米山奨学生としての私の成長」
　　　　　　近畿大学４回生　世話クラブ　大阪難波

【特 別 賞】　サバルワーラ・ラワァーニヤ（インド）
　　　　　　　　　　　　　　　　「自己発見！自分が成長したと感じる事」
　　　　　　大阪大学博士課程　世話クラブ　千里

　　　　　　陳　瑋文（台湾）　「感謝の気持ち」
　　　　　　大阪大学修士課程　世話クラブ　大阪大手前

わってきます。
　奨学生の皆様が自国と日本、自国と世界の架け橋にな
ってくれる事を期待し、このスピーチコンテストがその
出発点となるよう願っています。
　一人の奨学生が言ってくれました。｢人はみな生きて
いる中で、自分の方向性を決める出会いに巡りあうこと
があります。人によって異なるとは思いますが、わたし
にとってそれは米山ロータリアンとの出会いでした。｣
米山奨学生に感謝。

広報委員長

岡村剛行
米山奨学委員会 委員

中川和之　（大阪船場ＲＣ）

第４回
米山奨学生ふれあいスピーチコンテスト報告

日　時：2013年１１月２日㈯　１４:００～１６:００
場　所：OＭＭビル
参加者：審査員　泉ＧＥ、近藤元ＲＩ理事、岡部PG、磯田研修委員　以上４名
　　　　西谷委員長、近藤副委員長、福田副委員長、吉田、田中、島井、田中、口野、三木、北山、中川各委員
　　　　参加者８６名
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